


ステンシル製作会社の選び方：B2B購買担当者向けガイド（対応力・プルーフ・品質管理・リードタイム）

Details
結論： ステンシル製作会社を選ぶ際は、次の六つを書面で示せる会社にしましょう。実際にカットするフィルムの厚さと粘着剤の種類、保持できる最小線幅とアイランド、カット前に承認す
るプルーフ、承認済みデータに照らした検査、平置きまたはロール状の梱包と破損時の作り直し方針、そしてプルーフ・製作・輸送の所要時間を分けて記載した見積です。あいまいな仕様、
承認の記録がないプルーフ、レンダリング画像の製品写真は、最も分かりやすい警告サインです。

イベント、小売店舗での展開、ブランドプロモーションのためにステンシル製作会社を絞り込むとき、ステンシル自体が仕事の中で高くつく部分になることはまずありません。本当にコスト
がかかるのは、動かせない開始日、すでに現場に手配した作業スタッフ、そして折れじわのついた状態で届くマスク、ロゴの内側のアイランドが欠けているマスク、剥がすときに壁の塗料ま
で一緒にはがしてしまうマスクです。

こうした失敗は十分に記録されています。本ガイドのために確認した公開の製品ページ、購入者の検証済みレビュー、メーカー向けフォーラム（2026年10月）でも、同じパターンが繰
り返されています。あるサプライヤーは、粘着フィルムの厚さを1つのページでは3 mil、別のページでは7 milと記載し、再使用回数もチュートリアルでは「1–3回使用」、製品ペー
ジでは「4–5回使用」としています。購入者からは、折りたたまれて届き使えなかったマスク、広告写真では鮮明に見えたのに細部が欠けて届いたデザイン、剥がす際に壁の塗料が「大き
な塊三つ」になってはがれたといった報告があります。いずれもカットの問題ではありません。どれも発注書に署名する前に見抜けたはずの、サプライヤー側の工程上の問題です。

対策は、形容詞ではなく証拠でサプライヤーを評価することです。本ガイドでは、確認すべき質問、請求すべき書類、見極めるべき危険信号を紹介します。実際に受け取るものを基準に、見
積を比較できるようになります。
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ステンシル製作会社は実際に何をするのか
ステンシル製作会社は、お客様のアートワークを、塗装やエッチング用の一時的なマスクに仕立てます。目に見える工程はカットですが、仕事の成否を左右する作業は、その前後にあります。
カットの前に、サプライヤーはラスター画像をベクターパスに変換し、すべての線を機械が保持できる最小線幅と照らして確認し、素材上必要な箇所にブリッジ（O、A、8 inのような文
字の中心部分を所定の位置に保つ細い連結部）を加え、サイズが大きすぎるアートワークは見当を合わせたパネルに分割します。カットの後は、不要部分を取り除き、承認済みのプルーフと
照らしてシートを検査し、平らな状態で届くよう梱包します。

これはステッカーやデカールの印刷業者とは異なります。デカールは表面に貼ったままにするものですが、ステンシルマスクはきれいに剥がれて塗料だけを残すためのものです。両者を同じ
製品として扱うサプライヤーは、塗装済みの石膏ボードから剥がしにくい、恒久用グレードの粘着剤を出荷しがちです。

購入者層は、多くの人が思っているより幅広いものです。ステンシル分野の業界紙の記事によると、顧客がステンシルを注文するのは、通常はアートを作るためではなく、 事業、企業、イベ
ントの宣伝[1]のためだと指摘しています。その範囲は、スタジアムイベントでのファンのフェイスペイントから、カンファレンスでのブランドノベルティまで及びます。建設分野では、装飾
コンクリートの施工業者が、サンドブラストや着色の間もパターンを固定できることから粘着剤付きステンシルを好みますが、同時に、それは 平滑な表面が必要で、一般に再利用できない[2]

とも述べています。そのため、優れたサプライヤーは、素材を提案する前に、下地、塗料、使用回数を尋ねます。

https://members.asicentral.com/news/web-exclusive/november-2021/stencil-stop-traces-a-path-toward-success/
https://members.asicentral.com/news/web-exclusive/november-2021/stencil-stop-traces-a-path-toward-success/
https://www.concretenetwork.com/concrete-stencils/adhesive-nonadhesive.html


ステンシル製作会社を六つのステップで評価する方法
候補に挙げたサプライヤー全社に、同じ六つのチェックを行います。目的は比較できる書面の回答を集めることなので、すべてのベンダーに同じ質問をし、回答は1つのシートにまとめます。

ステップ1：最も難しいアートワークに製作能力を照らし合わせる

「うちのロゴをカットできますか？」とは聞かないでください。どのベンダーも「はい」と答えます。代わりに数値を尋ねます。

カット方式。 レーザーカットはポリエステルやポリエチレンのフィルムに向き、切り口が封止されます。ドラッグナイフ式のカッティングプロッターは、トランスファーテープ付
きで供給されるビニールフィルムに向いています。PVC系のビニールを全面的に断るレーザー加工業者も多くあります。塩素を含むプラスチックが燃えると腐食性ガスが発生す
るためです。レーザー加工業者が「ビニール」をカットできると言う場合は、具体的にどの樹脂かを尋ねてください。
最小線幅と最小アイランドサイズ。 ミリメートルまたはインチで明示してもらいます。小さな抜き部分は刃に貼り付いて製作中に失われることがあり、これが細かいロゴが欠けた
状態で届く最も多い原因です。
ブリッジの方針。 サプライヤーはブリッジを追加し、プルーフ上に示して、承認を求めてくれるでしょうか。自己粘着式のレターマスクの中には、ブリッジなしでカットし、代わ
りにトランスファーテープで保持するものがあります。どちらの方法でも機能しますが、自分がどちらを購入するのかは把握しておく必要があります。
大判サイズの扱い。 アートワークがマシンベッドを超える場合、サプライヤーは位置合わせマーク付きのパネルに分割し、カット前に継ぎ目の位置を伝えるべきです。

最も手っ取り早い確認方法は、アートワークの中で最も細かい要素を送り、太くする、簡略化する、またはブリッジを入れる必要がある箇所を指摘してもらうことです。複雑なデータに何の
コメントも返さないサプライヤーは、おそらく内容を確認していません。

ステップ2：素材の範囲は言葉ではなく仕様書で入手する

「粘着ビニール」は仕様ではありません。公開されている粘着マスクフィルムの厚さは現在、およそ3–7.5 mil（約0.076–0.19 mm；1 mil = 0.0254 mm）
に集中しており、粘着剤なしのポリエステルステンシルは通常10–14 milです。この範囲内では、厚さよりもタックの強さ、表面材、ライナーのほうが結果を左右します。各サプライ
ヤーに、次の項目を記入してもらいましょう。

項目 重要な理由 信頼できる回答の例

表面フィルムと厚さ 厚いフィルムは取り扱いに強く、薄いフィルムは曲面や細部に追従
する 樹脂名を明記し、厚さをmilまたはmmで示す



項目 重要な理由 信頼できる回答の例

粘着剤の種類とタック区分 高タックは端部を密着させるが、弱い塗膜を浮かせることがある。
低タックはきれいに剥がれるが、にじむことがある 「強力」ではなく「再剥離性の水系アクリル、低タック」

剥離粘着力と試験方法 ベンダー間でタックを比較できる唯一の客観的な方法 試験方法を添えた値（例：FINAT FTM 1、N/25 mmで報告）
最低施工温度 低温の表面ではコーナーが浮く 広く使われているステンシルフィルムのデータシートでは10 °C / 50 °Fと記載
保存期間と保管条件 古い在庫はタックが落ちる 同じデータシート：保存期間2年、保管条件20 °C・相対湿度50%
記載された再使用回数とその
根拠 ベンダーは最も楽観的なケースを提示しがち 保証される回数と、それより高い数値を謳う場合はその条件

特に注意して見るべき回答が二つあります。再使用回数が製品ページ、FAQ、営業メールで食い違う場合は、請求書にどの数字を記載するのかを尋ねてください。剥離や引張のデータがまっ
たくない場合（引張特性は通常ISO 527に基づいて報告されます）、そのサプライヤーは自社で特性評価をしたことのないフィルムを再販している可能性が高いでしょう。どのタイプの
マスクがプロジェクトに合うかは別の判断で、当社の カスタム粘着ステンシル のページで解説しています。

ステップ3：プルーフと品質管理の記録を監査する

プルーフは、管理された文書であって初めて役に立ちます。過去の案件のプルーフ見本を見せてもらい、次の点が示されているか確認してください。

実寸のアートワークと全体寸法
ブリッジとパネルの継ぎ目の明示
最小線幅に近い部分についてのリスク注記
カットデータと一致するバージョン番号

承認は書面で、日時が記録されたものであるべきで、サプライヤーは承認された版そのものをカットしたことを確認できなければなりません。そのうえで、カット後に何が行われるかを尋ね
ます。信頼できる検査では、少量生産であれば全シートを承認済みのプルーフと照合し（抜き取り検査が成り立つのは、大量の繰り返し生産の場合だけです）、アイランドの欠落、ブリッジ
の破断、焦げや粗い端部、端部の巻き、不要部分の取り残しを確認します。

実際にカットしたサンプルの写真を求め、レンダリング画像は不可としてください。調査対象にした購入者レビューの一つには、届いたステンシルの細部が広告写真より「ずっと少なく」、
その後に出品者が写真を差し替えたという記述がありました。ご自身の依頼内容に何を書くべきか、納品時にどう検査するかの手引きが必要であれば、製品ページで 依頼内容の伝え方、プルー
フ確認、受け入れ検査 を順を追って説明しています。

https://jp.zigpac.com/custom-stickers/custom-adhesive-vinyl-stencils.html
https://jp.zigpac.com/custom-stickers/custom-adhesive-vinyl-stencils.html
https://jp.zigpac.com/custom-stickers/custom-adhesive-vinyl-stencils.html


ステップ4：最小発注数量、価格、リードタイムを同じ基準で読む

ステンシルの見積には、直接比較できない三つの価格モデルがあります。レターカット業者は文字の高さで価格を決めます。ロゴ中心の業者は、開始価格からシート単位で課金します。産業
用メーカーはプロジェクト単位で見積もります。比較するには、各見積を使用可能な施工回数あたりのコストに換算します。使い捨てマスクは案件ごとに全額がかかり、再使用できるポリエ
ステルステンシルは、お客様の表面できれいに使えた回数で費用が分散されます。

最小発注数量の幅も同じくらい大きく異なります。多くのカスタム加工業者は1点からカットしますが、コンバーティング工場は段取りと素材幅に応じて最小数量を設定します。「最小発注
数量」だけを尋ねるのではなく、価格の区切りがどこにあるかを尋ねてください。区切り点を見れば、そのサプライヤーのコスト構造が分かるからです。

リードタイムについては、三つの別々の数値を必ず確認してください。

プルーフの提出までの所要時間（何回分の修正が含まれるかを含む）1.
書面での承認後の製作時間（起算点となる毎日の受付締め切り時刻を含む）2.
輸送時間と運送会社3.

さらに、特急対応と休業期間についても確認します。「約一週間」のようにひとまとめにした数字は修正のやり取りを隠してしまいますが、イベントの期限を落とすのはたいていそのやり取
りの部分です。当社のマスクについては、数量、価格、所要時間はプロジェクトごとに確定しますので、アートワークと納期をお送りいただければ書面の見積をお出しします。

ステップ5：自分の用途に当てはまる適合性の主張だけを確認する

ほとんどのステンシル案件では認証は一切不要です。そのため、適合性に関する主張は、サプライヤーの誠実さを測る試金石として扱いましょう。

食品接触。 米国の規則では、機能性バリアによって食品から隔てられた粘着剤（ 21 CFR 175.105[3] ）と、食品接触面として使われる感圧粘着剤（ 21 CFR
175.125[4]）を区別しており、後者は許可される物質と食品の種類の両方が制限されます。普通の塗装用マスクに「FDA承認」と表示するサプライヤーは、誇大表示をし
ています。マスクが食品に触れる場合は、粘着剤の仕様について書面での確認を求めてください。
耐久ラベル。 カットしたフィルムを容器のラベルとして貼ったままにする場合、参照すべき性能規格は ASTM D7932-17(2023)[5] で、過酷な流通環境で使用さ
れる感圧ラベルを対象としています。一時的な塗装用マスクには適用されません。
子ども向け製品。 対象年齢が12未満の子ども向けに販売されるキットは、CPSIAの試験とASTM F963-23の対象になります。成人向けのクラフト用や業務用のマ
スクは対象外です。
塗料のVOC。 VOC規制の対象は塗料であり、フィルムではありません。2025年版カリフォルニア州グリーンビルディング基準規則（2026年1月1日施行）は、建
築用塗料をCARB推奨規制措置の表と結び付けています。参照先： §5.504.4.3[6]。この表ではフラット塗料が50 g/L、サインやグラフィックアーツ用の塗料

https://www.law.cornell.edu/cfr/text/21/175.105
https://www.law.cornell.edu/cfr/text/21/175.125
https://www.law.cornell.edu/cfr/text/21/175.125
https://standards.globalspec.com/std/14632397/astm-d7932-17-2023
https://codes.iccsafe.org/s/CAGBC2025P1/chapter-5-nonresidential-mandatory-measures/CAGBC2025P1-Ch05-SubCh5.5-Sec5.504.4.3


が500 g/Lとされています。そのため、ステンシルに書かれた「低VOC」という表記よりも、使用する塗料の区分のほうが重要です。
環境表示。 米国FTCの グリーンガイド（16 CFR 第260部）[7] は、表示内容として合理的に考えられるあらゆる解釈について実証を求めています。マスクはフィルム、
粘着剤、ライナーの組み合わせであるため、条件を付けずに「リサイクル可能」や「環境に優しい」と表示するのは、セールスポイントではなく危険信号です。
EU向けの包装案件。 EUの包装・包装廃棄物規則は、2026年8月12日から原則として適用されています。ラベル材料業界は、 剥離ライナーの建築用断熱材へのリサイ
クル[8] （2025年10月）、 表面フィルム・粘着剤・ライナーの組み合わせを選べるデジタルセレクター[9] （2025年10月）、そして PETおよびHDPE向けの
洗浄除去型粘着ラベル[10] （2026年5月）といった取り組みで対応しています。これらの動きはラベルに関するもので、使い切りの塗装用マスクには当てはまりません。サプ
ライヤーにはこの違いを説明できることが求められます。

ステップ6：危険信号を洗い出し、有償のテストを実施する

次のいずれかに該当する場合は、書面で解決されるまで署名を保留してください。

サプライヤー自身の各ページで、厚さ、タック、再使用回数の数値が食い違っている
プルーフ工程がない、または寸法やバージョン番号のないプルーフである
製品写真が、実際に撮影したカットサンプルではなくレンダリング画像である
最小線幅やアイランドサイズが明記されていない
大きなシートが折りたたまれて出荷される、または写真付きで報告した輸送中の破損に対する作り直しの方針がない
規制や試験方法の裏付けがない「FDA承認」「環境に優しい」「認証済み」という表記
プルーフ、製作、輸送が区別されていない、ひとまとめのリードタイム
破損の申告に対し、再購入を求めるだけの対応（公開レビューにも見られるパターン）

サプライヤーが審査を通過したら、最も難しいディテールを実寸で再現したテストピースを発注します。実際の下地に実際の塗料で施工し、四つの観点で評価します。エッジの鮮明さ、にじ
み、剥がした後の残渣、そして塗膜が浮いていないかどうかです。この小さなテストが、本番の展開全体を守ります。

サプライヤータイプの比較：どのステンシル製作会社のモデルが発注に合うか
カスタムステンシルの検索結果には、四つの異なるビジネスモデルが混在しています。相手がどれに当たるかを把握すれば、価格、柔軟性、書類の違いのほとんどが説明できます。

サプライヤータイプ 主な強み 主な制約 最適な用途 最初に確認すること
クラフト向けレターカッ
ト業者

シンプルなオンライン注文、トランスファーテー
プ付きのレターマスク（多くはブリッジなし）

ほぼ文字と短いフレーズ向け。使い切りフィ
ルム。データシートが限られる

単発の看板、壁面レタリング、
小規模なDIYや小売案件

塗装済みの壁での剥がしやすさ。
長尺シートの梱包

https://www.govinfo.gov/link/cfr/16/260
https://packagingeurope.com/news/label-liners-recycled-into-building-insulation-by-soprema-and-avery-dennison/13429.article
https://packagingeurope.com/news/label-liners-recycled-into-building-insulation-by-soprema-and-avery-dennison/13429.article
https://www.packagingstrategies.com/articles/print/106058-herma-launches-digital-greenguide-on-sustainable-self-adhesive-labels
https://www.packaging-gateway.com/news/upm-adhesive-recyclable-label-range/
https://www.packaging-gateway.com/news/upm-adhesive-recyclable-label-range/


サプライヤータイプ 主な強み 主な制約 最適な用途 最初に確認すること
ステンシル商品を扱うオ
ンライン印刷業者

オンラインで即時に価格が分かる。ワイドフォー
マットの低タックビニール

ステンシルは副次的な商品で、ブリッジや細
部の設計対応がほとんどない

大きくて単純な壁面・床面グラ
フィック

恒久タイプと低タックのフィルム
が明確に区別されているか

ステンシル専門メーカー レーザーカット、複数のフィルム厚、デザイン
支援とプルーフ

ページごとに仕様が一貫していないことがあ
る。シートごとの開始価格

ロゴ、曲面、ブランド・イベン
ト案件

書面の仕様書、最小加工寸法、再
使用回数の保証

コンバーティング工場ま
たはOEM

フィルムの一括調達、繰り返し生産、プライベー
トブランド、ロット単位の書類

最小数量が高い。導入に時間がかかる。デザ
イン面の手厚い支援は少ない

販促向けの大量生産、小売キッ
ト、複数拠点への展開

ロットごとの剥離データ、検査記
録、破損時の方針

最終候補を客観的に比較するには、リスクに合わせて重み付けしたスコアカードを使います。納期重視のB2B案件では、仕様の透明性25%、プルーフと品質管理の証跡25%、アート
ワークに対する対応力の適合度20%、梱包と物流15%、取引条件15%という配分が実用的です。価格をあえて最後に置くのは、現場で失敗する安価なマスクのほうが、ステンシル
予算全体よりも高くつくためです。

FAQ
FAQ：正確な見積を得るために、ステンシル製作会社には何を送ればよいですか？

ベクターのアートワーク（なければお持ちの最良のファイル）、仕上がりサイズ、下地、塗料またはエッチング剤、必要な使用回数、数量、そして手元に必要な日を送ってください。下地と
塗料は購入者が最も書き忘れやすい項目ですが、サプライヤーが推奨すべき粘着剤の種類を左右します。

FAQ：プルーフの確認は何回までが妥当ですか？

標準的な決まりはないため、含まれる修正回数を見積書に書面で記載してもらいましょう。それ以上に重要なのは、各プルーフにバージョン番号が付いていて、カットデータが書面で承認し
た版と一致していることです。

FAQ：最小発注数量が低いのは、サプライヤーが劣っているしるしですか？

いいえ。単品での注文はステンシル専門メーカーでは一般的ですが、コンバーティング工場は段取りと素材幅に基づいて最小数量を設定します。サプライヤーは、価格の区切りがどこにある
か、品質に関する書類が数量に応じて拡充されるかで判断してください。

FAQ：粘着ステンシルを「食品に安全」「リサイクル可能」と言い切るサプライヤーは信頼できますか？



具体的な根拠がある場合に限ります。感圧粘着剤が食品に直接触れる場合は21 CFR 175.125の対象となり、物質と食品の種類が制限されます。また、環境表示はフィルム、粘着
剤、ライナー全体についてFTCのグリーンガイドを満たす必要があります。その主張がどの規制や試験に基づくのかを尋ねてください。

FAQ：量産の前に必ずサンプルを発注すべきですか？

はい。新しいアートワーク、下地、塗料システムの場合は必ずそうしてください。実寸のテストピースを一つ作れば、実際の条件下でのにじみ、残渣、塗膜の浮きが分かります。これらはど
のデータシートからも予測できません。

FAQ：イベントの納期に間に合わせるには、国内のサプライヤーが必要ですか？

必ずしもそうではありません。納期を守る決め手は、プルーフ、製作、輸送の各所要時間を別々に示し、書面で約束してくれるサプライヤーであることです。距離が影響するのは、その三つ
の数値を合計してからの話です。

重要なポイント
粘着剤付きステンシルは下地の状態に左右されるため、サプライヤーはまず貴社の下地について確認すべきです。 — 施工業者向けのガイダンス（2014年）では、平滑な表
面が必要で、一般に再利用できないとされています(出典)
塗装用マスクに「FDA承認」と表示するのは誇大表示です。 — 食品に直接接触する感圧粘着剤は、物質と食品の種類について21 CFR 175.125で制限されてい
ます(出典)
VOC規制が適用されるのは塗料であり、ステンシルフィルムではありません。 — CALGreen 2025年版（2026年1月1日施行）は、フラット塗料の50
g/Lからグラフィックアーツ用塗料の500 g/Lまでの上限値を参照しています(出典)
根拠のない環境表示は危険信号です。 — 16 CFR 第260部は、合理的に考えられるあらゆる解釈について実証を求めています(出典)
ラベルの性能規格は、一時的なマスクを認証するものではありません。 — ASTM D7932-17は2023年に再承認され、過酷な流通環境で使用される印刷済み感圧
粘着ラベルを対象としています(出典)
ライナーと粘着剤のリサイクル性は、ラベルの分野では急速に進んでいますが、マスクではまだ進んでいません。 — ライナーを断熱材にリサイクルする取り組みが2025
年10月に拡大しました(出典)

まとめ
最適なステンシル製作会社とは、最も自信満々な製品ページを持つ会社ではありません。厚さ、タック、最小加工寸法、プルーフのバージョン管理、検査基準、梱包、そして三つに分けたリー
ドタイムを書面で示し、それらの数値を自社の各書類で一貫させている会社です。候補にしたすべてのベンダーから同じ回答を集め、危険信号を洗い出し、最後は実際の表面での実寸テスト
で勝者を確認してください。

エッジがくっきりとして、にじみにくい自己粘着マスクが必要なプロジェクトでは、当社の カスタム自己粘着ビニールステンシルマスク をご確認のうえ、アートワーク、下地、納期をお送
りください。数量、価格、所要時間を明記したプルーフと書面の見積をご返信します。
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